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コンピュータの得意な生徒 

～入学時アンケート結果の分析 
 

小原 格†1
 

 

概要：入学時アンケート結果より，生徒の家庭でのコンピュータ活用状況や，中学校までの情報教育の現状を分析す
るとともに，コンピュータが得意な生徒がどのような利用をしているのか，どのような指導を受けてきたのか等につ

いての簡単な報告を行う．コンピュータが得意である，と回答している生徒については，ワープロ等のアプリケーシ
ョンを積極的に活用している，という傾向とともに，中学校までの積極的なコンピュータに関する学習歴が見られた． 
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1. はじめに   

 筆者は，勤務する東京都立町田高等学校（以下「本校」

と言う）において，福島らと「インターネット検索能力の

差異に及ぼす要因の検討」の一環とし，2004 年に，家庭で

のコンピュータ利用実態や，利用に関する意識等に関する

アンケートを実施した．以後，授業構成や進め方の参考と

するために，毎年 4 月の生徒入学時，同様のアンケートを

実施し続けるとともに，2008 年からは小中学校までのコン

ピュータやソフトウェアに関する学習状況について追加，

また，2012 年からは携帯電話やスマートフォンに関する内

容について追加し，現在も継続的に調査を行っている． 

この稿では，2016 年度のアンケート結果から，その概況

を報告するとともに，「コンピュータ（を利用すること）が

得意である」と答えている生徒が，他の設問にどのように

答えているのかを分析することにより，「普通だ」「苦手だ」

と答えている生徒との違いやその傾向をつかむことを目的

とする． 

2. アンケートについて 

2.1 本校について 

本校の基礎的な情報は以下のとおりである． 

・全日制普通科 

・各学年 6～8 学級，学年生徒数約 240～320 名 

（2016 年度 1 学年については 8 学級 321 名） 

・創立 87 年目となる地元の伝統校 

・東京都教育委員会より「進学指導特別推進校」に指定さ

れ，国公立大学，難関私立大学への進学指導に重点 

・1 学年に「情報の科学」を 2 単位設置 

                                                                   
 †1 東京都立町田高等学校 

   Tokyo Metropolitan Machida High School 

 

2.2 アンケートの実施方法 

アンケートの実施方法については，以下の通りである． 

・オリエンテーション（第１回），ユーザー名やパスワード，

ハードウェア等本校でのコンピュータ利用（第２回）につ

づき，第 3 回の授業終了前に実施 

・時間は 5～10 分程度，自分の IDを入力 

・校内サーバ（ASP）による Web での選択・入力方式 

2.3 アンケート内容 

 アンケート内容は以下のとおりである．なお，選択肢の

用語については時代を感じさせるものも含まれているが，

継続性を重視しているためそのままにしてある．詳細なア

ンケートの設問等については，巻末付録を参照されたい． 

(1) 自宅の PC とインターネット環境 

(2) 自宅での PC の利用状況（1 週間あたり） 

(3) 自宅での PC の利用目的 

(4) PC を使うのが得意か 

(5) ネットに繋がる携帯やスマートフォンを持っている

か（2012 年より） 

(6) ネットアクセス時に使う端末（2012 年より） 

(7) 小中学校でのワープロソフト学習状況（2008 年より） 

(8) 小中学校での表計算ソフト学習状況（2008 年より） 

(9) 小中学校でのプレゼンテーションソフト学習状況

（2008 年より） 

(10) 小中学校での Web ページ閲覧や作成についての学習

状況 

(11) 小中学校での電子メールの学習状況 

(12) 小中学校での Web 検索利用の程度 

(13) その他，小中学校で行った内容 

2.4 アンケートの結果概要 

アンケートの結果の概要については，以下の通りである． 

(1) 自宅の PC とインターネット環境 
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図 1 自宅の PCとインターネット環境 

 約 94％の生徒が自宅にインターネットにつながる PC を

持っており，大部分が家族と共用であることがわかる（図

1）．本校の状況では，その気になれば，ほとんどの生徒が

家でパソコンを利用することができる環境である．毎年こ

の傾向は大きくは変わっていないが，スマートフォンの普

及の影響か，ここ数年，「持っていない」と回答する生徒が

わずかだが増えてきている様子が見られる． 

 

図 2 自宅での PCの利用状況 

(2) 自宅の PC の利用状況（1 週間あたり） 

「週あたり１時間以下」という回答がほぼ半数であり，

また「全く使わない」という生徒も 27%近くいる（図 2）．

使ったとしても，週に１度使うか使わないか，という様子

が見て取れる．なお，経年で見ると「全く使わない」とい

う生徒がここ数年増加しているが，ここでは割愛する． 

(3) 自宅での PC の利用目的 

「最も頻繁に利用するもの」「2 番目に良く利用するも

の」「3番目に良く利用するもの」と 3段階に尋ねているが，

ここでは最も頻繁に利用するものについて着目する． 

 最も多いのが「インターネットを利用した調べ物」で， 

 

図 3 自宅での PCの利用目的 
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続いて「音楽や画像をダウンロードする」「ニュースなどを

見て楽しむ」と続いている（図 3）．主な使い道としては，

やはり「調べ物」ということが一般的である．「音楽や～」

を選んだ生徒については，その多くが Youtube 等の動画サ

イト閲覧であることが推測される．なお，本来であれば，

(2)で「全く使わない」と答えた生徒が 27%いるため，ここ

で「何もしない」という生徒も 27%いるはずであるが，「普

段は使わないけど，もしも使うとしたら」という観点で選

んでいる生徒も相当数いることが推測できる． 

(4) PC を使うのが得意か 

 「とても得意だ」が 2％，「まあ得意だ」が 12%，逆に「苦

手だ」が 21%，「あまり得意ではない」が 27%であった（図

4）．ここ 4 年間では，とりわけ大きな変化が起きているわ

けではないが，年々「苦手だ」「あまり得意ではない」と回

答している生徒が増えている様子がわかる．（図 5） 

 

図 4 パソコンを使うのが得意か（2016 年） 

 

 

図 5 パソコンを使うのが得意か（5 年間） 

 

 

図 6 携帯・スマートフォンの所持 

(5) ネットにつながる携帯やスマートフォンを持ってい

るか 

圧倒的にスマートフォンのみ持っている生徒が多く，複

数台持っている生徒も入れると，スマートフォンの所持率

は 95%にのぼる（図 6）．1 クラス 40 人として考えると，

 

図 7 ネットアクセス時の端末 
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約 38 人がスマートフォンを持っており，携帯電話のみ持っ

ている人，全く持っていない人がそれぞれ 1 人ずついるか

いないか，という状況が見て取れる． 

(6) ネットアクセス時に使う端末 

こちらもスマートフォンでアクセスする場合が 85%と，

圧倒的であり，PC でのアクセスは 10％にとどまっている

（図 7）．生徒は普段からスマートフォンでネットアクセス

を行っている様子が見て取れる． 

(7) 2016 年のインターネット利用生徒像（まとめ） 

 (1)から(7)の結果より，2016 年度本校の生徒像について

は，1 クラス（40 人）に例えると，おおよそ以下のような

状況が推測される． 

・クラスで 1，2 名以外の 38～9 人は家にネット接続パソコ

ンがあるが， 

・35 人程度が家族と共用であることもあり， 

・また，クラスで 38 人程度はスマートフォンを持っている

ため， 

・ネットの閲覧は，34 人の生徒が主にスマートフォンで行

っている． 

・普段から家でパソコンを使っている生徒は多くはなく， 

・40 人のうち 20 人近くの多くの生徒が週に１度利用する

かしないかであり， 

・残りの 20 人のうち 10 人の生徒は，家ではほとんどパソ

コンを使わない． 

・パソコンの主な使い道は，15 人程度が「調べ物」であり，

それぞれ 7 人程度がネットサーフィンや Youtube 等の動画

や音楽のダウンロードを行っている． 

・メールを打つことがパソコン利用の主な目的となってい

る生徒は，2 クラスに 1 人いるかいないか程度である． 

・PCを使うことが「とても得意だ」という生徒は，クラス

に 1 人いるかいないかであり，「まあ得意だ」という生徒も

5 人程度に過ぎない． 

・反面，「苦手だ」「あまり得意ではない」という生徒は約

半数の 20 人弱いることがわかる． 

3. パソコンを使うのが得意な生徒 

3.1 分析方針 

 2016 年の調査結果のうち「パソコンを使うのは得意です

か」という質問の回答をもとに，「とても得意だ」「得意だ」

の回答をまとめて「得意群」，「苦手だ」「あまり得意ではな

い」の回答をまとめて「苦手群」，「普通だ」と回答したも

のは「中立群」として扱い，この 3 群と他の回答のクロス

集計を行う．なお，クロス集計を行う内容は以下のとおり

である． 

・自宅の PCとインターネット環境 

・自宅での PCの利用状況（1 週間あたり） 

・自宅での PCの利用目的 

・ネットアクセス時に使う端末 

・小中学校でのワープロソフト学習状況 

・小中学校での表計算ソフト学習状況 

・小中学校でのプレゼンテーションソフト学習状況 

・小中学校での Web 検索利用の程度 

3.2 自宅の PC とインターネット環境 

 

図 8 自宅の PC環境 

 

1 得意 2 中立 3 苦手 計 

4 持っていない 0 5 8 13 

3 ネット未接続 1 0 5 6 

2 家族と一緒 34 100 134 269 

1 自分専用 9 14 4 27 

総計 44 119 151 314 

表 1 自宅の PC環境 

 図 8 より，得意群の生徒を見ると，自分専用で持ってい

る割合が中立群や苦手群よりもやや高いことが見られる．

また，得意群では，家に PCがないという生徒はいない（表

1）． 

 

3.3 自宅での PC 利用状況（1 週間あたり） 

 

図 9 自宅での PC利用状況 

 図 9 より，得意群，中立群，苦手群と利用時間が短くな

る傾向が見られる．どの群も「1 時間以下」と回答してい

る生徒が最も多く，さらに，「使わない」という回答を合わ

せると，得意群でも半数以上となり，苦手群では 90％以上

となる．得意群の生徒は 4 割強が週に 1 時間程度はパソコ 
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表 2 自宅での PC利用状況 

ンを家で利用している様子がわかるが，週に 7 時間以上（1

日 1 時間程度以上）使っている生徒はそれほど多くはなく，

14%程度の 6 名である．得意だからといって，頻繁に PC

を使っている生徒ばかりではないことがわかる． 

3.4 自宅での PC の利用目的 

 

図 10 自宅での PCの利用目的 

表 3 自宅での PCの利用目的 

 どの群も，ネットでの調べ物が一番多いことがわかるが，

各群ともに特徴が見られる．得意群については，ワープロ

等のアプリケーション利用が主な目的である生徒が多く，

画像編集ソフトやワープロソフト等で課題や作品を作って

いる様子が見られ，さらに，ネットゲームに取り組んでい

る生徒も見られる．中立群については，Youtube 等で音楽

を楽しんだり，また，ネットサーフィンでいろいろなサイ

トを見ることが主な目的である生徒が多い様子がわかる．

苦手群では，調べ物のために利用する生徒が 4 割以上であ

り，ニュースや音楽等のダウンロード等を行う生徒がそれ

なりにいるが，23％の生徒は特に PC で何もしていないこ

とが見て取れる．また，他の群ではほとんど見られない，

ネットでの買い物目的の生徒が 5％程度いることも興味深

い． 

3.5 ネットアクセス時に使う端末 

 

図 11 ネットアクセスに使う端末 

 

1 得意 2 中立 3 苦手 計 

4 アクセスしない 1 0 3 4 

3 主にスマートフォン 37 97 132 266 

2 主に携帯電話 1 8 4 13 

1 主に PC 5 13 12 30 

総計 44 118 151 313 

表 4 ネットアクセスに使う端末 

得意群・中立群・苦手群ともに，ネットアクセスに使う

主な端末の割合，特に PC に関しては，ほとんど差がない

状況である．特に 3.2 にて，苦手群においては「PCを持っ

ていない」「ネットに接続されていない」という回答が 9%

弱あったことを考慮すると，PCでのネット接続が，必ずし

も苦手意識と結びついているわけではない様子が見られる． 

3.6 小中学校でのワープロソフト学習状況 

 

図 12 小中学校でのワープロソフト学習状況 

 

 

1 得意 2 中立 3 苦手 計 

6 使わない(家にない) 6 23 56 86 

5 1 時間以下 19 57 80 156 

4 1～3 時間程度 7 24 12 43 

3 3～6 時間程度 6 11 2 19 

 2 7～10 時間程度 1 3 1 5 

1 10 時間以上 5 1 

 

6 

総計 44 119 151 315 

 

1 得意 2 中立 3 苦手 計 

11 何もしない 2 8 35 45 

10 音楽等ダウンロード 5 26 18 49 

9 オークション・買い物 0 1 8 9 

8 ニュース等見て楽しむ 5 26 15 46 

7 自分のサイト作成更新 0 0 0 0 

6 ネットゲーム 5 4 0 9 

5 ネットでの調べ物 14 38 65 117 

4 チャットや掲示板参加 1 1  2 

3 メールを使う  1 2 3 

2 ワープロ等のソフト 10 7 4 21 

1 ゲームソフトで遊ぶ 2 6 3 11 

総計 44 118 150 312 

Vol.2016-CE-136 No.8
2016/10/15



情報処理学会研究報告 

IPSJ SIG Technical Report 

 

 

ⓒ2016 Information Processing Society of Japan 6 
 

 

1 得意 2 中立 3 苦手 計 

4 全く使わなかった 0 6 22 28 

3 少し立ち上げた位 12 35 42 89 

2 基本的な操作 16 58 70 144 

1 よく使い作品作り 16 20 17 53 

総計 44 119 151 314 

表 5 小中学校でのワープロソフト学習状況 

 得意群の多くが，小中学校の時に「総合的な学習の時間

などでも良く使い，作品などを作った」「何時間かかけてキ

ー入力や基本的な使い方は教わった」と回答しており，「全

く使わなかった」と回答した生徒はいなかった．逆に，「全

く使わなかった」と回答している生徒の多くが「苦手群」

にいることから，得意である生徒ほど，中学校で良く学習

してきた背景が想像できる．ただし，これらの回答はあく

までも生徒の自主申告であることから，実際は小中学校で

相応の授業がなされてきたにも関わらず，生徒の苦手意識

等から否定的な回答をしてしまっている可能性も否定でき

ないことに注意が必要である． 

3.7 小中学校での表計算ソフト学習状況 

 

図 13 小中学校での表計算ソフト学習状況 

 

1 得意 2 中立 3 苦手 計 

4 全く使わなかった 9 35 45 89 

3 少し立ち上げた位 9 37 34 80 

2 基本的な操作 21 43 70 134 

1 よく使い作品作り 5 4 2 11 

総計 44 119 151 314 

表 6 小中学校でのワープロソフト学習状況 

 得意群の傾向については 3.6 と同様，よく使い作品を作

ったと答えている生徒が多い様子が見られ，また，このよ

うに答えた生徒多くが得意群に所属していることがわかる

（図 13）．一方で，苦手群の生徒でも，基本的な操作を学

習したと答えている生徒も多いため，目的変数と説明変数

を入れ替えたモザイク図が図 14 である． 

 図 14 では，表 6 における学習状況ごとの得意群・中立群・

苦手群の割合が確認できるが，これによると，よく使った

という生徒数は少ないが，その多くが得意だ，と答えてい 

 

図 14 小中学校での表計算ソフト学習状況：行列入替 

る反面，何時間かかけて基本的な操作を教わったという回

答では，他の回答と比較し苦手群の生徒が多くいることも

わかる．これは推測の域を出ないが，表計算ソフト利用の

難しさが，生徒の苦手意識を生み出してしまっている可能

性も否定できない．また，中には「表計算ソフト」という

言葉の意味が十分理解できておらず「学習していない」と

回答している生徒も想像でき，これらの状況をある程度鑑

みて数値を見ていく必要もあると考えられる． 

3.8 小中学校でのプレゼンテーションソフト学習状況 

 

図 15 小中学校でのプレゼンテーションソフト学習状況 

 

1 得意 2 中立 3 苦手 計 

4 全く使わなかった 15 44 48 107 

3 少し立ち上げた位 4 20 30 54 

2 基本的な操作 12 25 43 80 

1 よく使い作品作り 13 30 30 73 

総計 44 119 151 314 

 表 7 小中学校でのプレゼンテーションソフト学習状況 

これも 3.6，3.7 と同様，得意群の生徒は「よく使い作品作

りをした」「基本的な操作は学習した」が多い様子が見られ

るが，「全く使わなかった」と答えている生徒についてはど

の群も同程度多い．苦手群の生徒も，相当数が学習を重ね

てきていることから，各群の間で顕著な差異は見られない

状況であると考える． 
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3.9 小中学校での Web 検索利用の程度 

 

図 16 小中学校での Web 検索利用の程度 

 

1 得意 2 中立 3 苦手 計 

5 やったことがない 0 0 0 0 

4 あまりやらない 0 0 2 2 

3 やったことがある 0 3 11 14 

2 時々やっている 5 26 42 73 

1 良くやっている 39 89 95 223 

総計 44 118 150 312 

 表 8 小中学校での Web 検索利用の程度 

 得意群の生徒は，その 9 割近くが「良くやっている」と

答えており，苦手意識が高まるにつれ，Web 検索の学習頻

度が低くなっていく様子が見られる．得意群の生徒は，小

学校で検索に慣れ親しみ，中学校で主体的・積極的に学習

を行ってきた様子が想像できる． 

4. まとめと課題 

 「コンピュータを使うのは得意ですが」という設問に対

する回答をもとに，得意群，中立群，苦手群の３群におい

てクロス集計を行い，生徒の状況を分析してきた． 

これらの結果から，特に得意群の生徒についての特徴は， 

・自分専用で PCを持っている割合が高い傾向がある． 

・利用している時間が，他の群より長い傾向がある． 

・一方で，半数以上が週に１時間未満であり，週に 7 時間

以上利用している生徒も約 14％の 6 名程度である．多くが

長時間利用している，というわけではない． 

・家庭での主な利用目的は，他の群と同じく「ネットでの

調べ物」が一番多いが，特に「ワープロや画像編集等アプ

リケーションソフトの利用」や「ネットゲーム」を行って

いる傾向が見られる． 

・インターネットに主にアクセスする端末は，PCが得意だ

からといって，主に PC を利用する生徒の割合が他の群よ

りも際だって多いというわけではなく，ほぼ差異はない． 

ということがわかる． 

また，小中学校までの学習状況については， 

・得意群の生徒は，ワープロ，表計算，プレゼンテーショ

ン，Web 検索ともに，十分に学習してきた，と回答してい

る生徒が多い． 

・ワープロ，Web 検索については，苦手意識が高まるほど，

十分に学習してこなかったと回答している傾向がある． 

・表計算ソフトとプレゼンテーションソフトについては，

苦手意識が高いからといって，利用しなかった，あまり利

用しなかった，という割合が高いわけではない． 

という傾向が見られる． 

なお，これらの内容については，あくまでも，「コンピ

ュータが得意だ」という生徒の状況を説明するために他の

回答の割合を提示しているのであって，その回答の割合が

高いことが得意であることの原因になっている，とは言い

切れないことに注意が必要であることは言うまでもない． 

 また，今回は，紙面の都合もあり 2016 年の 1 年分のみの

分析であったが，2016 年度は 90％以上の生徒がスマートフ

ォンを持っており，85％の生徒が主にスマートフォンでイ

ンターネットにアクセスし，中学校でも新学習指導要領の

元に学習を進めてきた生徒，という状況である．これが，

例えば，スマートフォンが普及してきている最中で，中学

校学習指導要領の移行措置期間である 2012 年ではどうな

のか，また，携帯電話が普及し，情報分野が必修となった

旧学習指導要領が完成している 2008 年ではどうか，さらに

は，中学校技術家庭の情報分野がまだ必修ではなかった

2004 年入学生ではどのような状況なのか，等という年ごと

の比較についてはまだまだ研究の余地がある状況である．

これらの内容については，またの機会に報告させていただ

ければと考えている．  
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付録 

アンケート調査の設問と選択肢 

 

１ 自分の家にインターネットが使えるパソコンはあり

ますか  

 （１）自分専用で持っている 

 （２）家族と一緒で持っている 

 （３）パソコンは持っているがインターネットには  

接続されていない 

 （４）持っていない 

２ 家でパソコンをどれくらい使いますか．一週間あたり

で答えてください．  

 （１）１０時間以上使っている 

 （２）７～１０時間程度 

 （３）３～６時間程度 

 （４）１～３時間程度 

 （５）１時間以下 

 （６）使わない（持っていない） 

３ 家でパソコンを使う時の目的について答えて下さい． 

 （１）最もひんぱんに利用するものは何ですか．  

 （１）ゲームソフトで遊ぶ 

 （２）ワープロやグラフィックなどソフトを使う 

 （３）メールを使う 

 （４）チャットや掲示板への参加をする 

 （５）インターネットを利用して調べ物をする 

 （６）インターネットを利用したゲームをする 

 （７）自分のホームページやブログを作成したり更  

新したりする 

 （８）ニュースを読んだり，さまざまなホームペー  

ジを見て楽しむ 

 （９）オークションをしたり，買い物をする 

 （10）音楽や画像をダウンロードする 

 （11）何もしない（持っていない） 

 （２）二番目に良く利用するものは何ですか．  

 （１）ゲームソフトで遊ぶ 

 （２）ワープロやグラフィックなどソフトを使う 

 （３）メールを使う 

 （４）チャットや掲示板への参加をする 

 （５）インターネットを利用して調べ物をする 

 （６）インターネットを利用したゲームをする 

 （７）自分のホームページやブログを作成したり更  

新したりする 

 （８）ニュースを読んだり，さまざまなホームペー  

ジを見て楽しむ 

 （９）オークションをしたり，買い物をする 

 （10）音楽や画像をダウンロードする 

 （11）何もしない（持っていない） 

 （３）三番目に良く利用するものは何ですか  

 （１）ゲームソフトで遊ぶ 

 （２）ワープロやグラフィックなどソフトを使う 

 （３）メールを使う 

 （４）チャットや掲示板への参加をする 

 （５）インターネットを利用して調べ物をする 

 （６）インターネットを利用したゲームをする 

 （７）自分のホームページやブログを作成したり更  

新したりする 

 （８）ニュースを読んだり，さまざまなホームペー  

ジを見て楽しむ 

 （９）オークションをしたり，買い物をする 

 （10）音楽や画像をダウンロードする 

 （11）何もしない（持っていない） 

４ パソコンを使うのは得意ですか  

 （１）とても得意だ 

 （２）まあ得意だ 

 （３）普通だ 

 （４）あまり得意ではない 

 （５）苦手だ 

５ インターネット（のホームページ）につながる携帯電

話やスマートフォン（iPhone など）を持っていますか 

 （１）携帯電話のみ持っている 

 （２）スマートフォンのみ持っている 

 （３）携帯とスマートフォンの両方を持っている 

 （４）特に持っていない 

６ インターネット（のホームページ）にアクセスする時，

主に何を使いますか？  

 （１）主にパソコンでアクセスしている 

 （２）主に携帯電話でアクセスしている 

 （３）主にスマートフォンでアクセスしている 

 （４）Ｗｅｂサイトにはほとんどアクセスしない（持 

っていない） 

７ ワープロソフトについてどの程度学習しましたか 

 （１）総合的な学習の時間などでも良く使い，作品  

などを作った 

 （２）何時間かかけてキー入力や基本的な使い方は  

教わった 

 （３）少し立ち上げたくらいであまり使わなかった 

 （４）まったく使わなかった 

８ 表計算ソフトについてどの程度学習しましたか  

 （１）総合的な学習の時間などでも良く使い，作品  

などを作った 

 （２）何時間かかけて基本的な使い方は教わった 

 （３）少し立ち上げたくらいであまり使わなかった 

 （４）まったく使わなかった 

９ プレゼンテーションソフトについてどの程度学習し

ましたか  

 （１）総合的な学習の時間などでも良く使い，作品  

Vol.2016-CE-136 No.8
2016/10/15



情報処理学会研究報告 

IPSJ SIG Technical Report 

 

 

ⓒ2016 Information Processing Society of Japan 9 
 

などを作った 

 （２）何時間かかけて基本的な使い方は教わった 

 （３）少し立ち上げたくらいであまり使わなかった 

 （４）まったく使わなかった 

１０ Ｗｅｂページについてどの程度学習しましたか 

 （１）自分（またはグループで）Ｗｅｂページを作   

った 

 （２）自分でＷｅｂページを見た 

 （３）どのようなものかは教えられた 

 （４）特に何もしていない 

１１ 電子メールについてどの程度学習しましたか  

 （１）メールの送受信の実習もした 

 （２）どのようなものかは教えられた 

 （３）特に何もしていない 

１２ あなたは自分が知りたいと思った情報を調べるた

めに，「検索」ということをやったことがありますか． 

  検索というのは，知りたい情報をインターネットのホ

ームページから探すことです．  

 （１）良くやっている 

 （２）時々やっている 

 （３）やったことがある 

 （４）あまりやらない 

 （５）やったことがない 

１３ ほかに小中学校でコンピュータについて学習した

ことがあれば書いてください． 

Vol.2016-CE-136 No.8
2016/10/15


